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揃いが悪く，穂数も不足し，雑草の発生が少なく分け

っ終期まで5回除草した区に比較し，40％減収した0

しかし，雑草の発生が多くとも分けつ始期1回除草で

15％，分けつ盛期まで2回除草で5％程度の減収に

とどめることができた。昭和45年は供試品塩がトヨ

ニシキ，それに雑草発生の多い区だけを設けて試験し

た結果，分けつ終期まで5回除草した区に比べて，手

取り除草をしない場合は50％以上，分けつ始期1回

除草区では25％，分けつ盛期まで2回除草した区で

は15％の減収であった。標準除草体系区は分けつ終

期まで5回除草した場合と同収量であった○
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第1図　説花数と玄米収量との関係

以上のように，玄米収量は除草剤を処理しない雑草

発生多区および，除草時期が遅く，しかも除草回数の

少ない，いわゆる雑草発生量が多い区ほど減収が著し

い。これは第1即こ示したとおり，玄米重は総頴花数

の不足が大きく影響して減収している。第5表から，

1穂頴花数は雑草の発生量によっても多少減少してい

る。穂数は雑草の発生が多い区ほど最高分けつ期の茎

数少なく，また有効茎歩合も低下し減少した0　したが

って総頴花数は1穂頴花数と穂数によって決定される

が，本試験での総簸花数の不足は，1穂頴花数の減少

よりも穂数に大きく支配された。穂数はNエア粒剤，

cNP粒剤で処理した雑草の発生が少ない区の場合は，

分けつ発生にもあまり大きな影響がなく，ある程度確

保された。雑草の発生が多い場合は手取り除草をしな

い場合は分けつ発生が抑制されるが，分けつ始期軋こ

1回除草するだけでも，分けつの発生はほぼ支障なく

行われる。しかし，その分けつ茎の有効化率を低下さ

せ穂数を減少させる傾向がうかがわれる○豊熟歩合に

っいては総頴花数に逆比例しているが，頴花数はそれ

ほど多くないので，むしろ倒伏の影響が大きいものと

思われる。

以上のことから，土付椎苗の枚械化移植栽培におい

て，雑草は稚苗移植稲の分けつ発生と，分けつ茎の有

効化を抑制することが明らかであり，また，雑草は，

1穂頴花数も減少させるが，それ以上に穂数の減少が

大きく影響して減収することが明らかとなった0
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ま　え　が　き

稚苗級枕移植水稲の生育特性として過剰な分けつの

発生，茎の繊細化とそれに伴う倒伏現象が上げられ不

安定な生育をたどることが少なくない。これが解決の

ため栽培管理の面から施肥や水管理，生育調節剤など

によって調節できる努力が必要であり基礎的資料が望

まれている。

成苫移植水稲について茎や葉を除去した報告は橿淵，

佐軌　中村および三本などによって明らかにされてい

るが，椎苗水稲；ついては少ないので本試験の緬果概

要を報告する。
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第1表　試験区の構成

区

瓜
内　　　　　　　　　 容

予　 想　 穂　 数

株当た り †ぱ当た り

1 主程のみ 4 1 0 1

2 主梓， 1次 1号，同 2 号 1 2 5 0 5

5 主梓 ，1次1号，同2号，同5号 1 6 4 0 4

4
主梓，1次1号，同2号、同5号

2 0 5 0 5同4号

5 無　 処　 理 2 5 8 5 1

注．品種　ササニシキ。青首　4月20日　250才／箱

粂播。5月18日　田植機で移植後1株4個体に調

整手植した。密度　55（：詔×12C郡（25．25株／〝㌔）

本田施肥量　が－0．8，ア205－1．2，Ⅹ20－0．98晦

／a A．工

2　試　験　方　法

り∽括着後に木製の薄板を十字に組ませ1個体ずつ分

離し切除処理を完全かつ容易にした。打）分けつ切除は

第1集が5～5C詔伸びてから行った。け）原則として計

画した分けつを残したが，発生が遅れたり休眠した場

合は早く発生したものから規定本数とした。

5　試　験　結　果

生育や観察結果は第2表のとおりである。まず，草

丈は7月までは区間に差はないが，成熟期の程長をみ

ると強く切除した鳳1～5区で短程化し，無処理区と

胸4区は長梓であった。穂長は程長と全く連な関係を

示し，長程区ほど短穂化した。茎数は7月14日およ

び成熟期ともに設定より少なく穂数は予想の85～95

％にとどまった。これはメイチュウやその他の障害に

より天折した結果であるが，設定したグレードが群落

試験方法は第1蓑のとおりで主程および1次分けつ　　として維持されたので考察上の支障は少ないものと考

を残すようにして他のけつ子を除いた。なお調査に当た　　えられる。

第2表　　生育　と観察調査

区 肋

草　 丈 （Cの）

■梓 長

（C茄）

穂 長

¢布）

茎 数

〝㌔当 た り

穂 数

〝㌔当 た り
出 穂 期 成 熟 期

倒 伏

程 度月 日

8 ．1 8

・月 日

6 ．2 8

月 日

7 ．1 4 9 月 2 1 日

月 日

7 ．1 4

月 日

9 ．2 1

1 2 2 5 4 8 5 8 7 2 1．1 9 8
9 8

9 5

月 日

8 ．1 5

月 日

1 0．1 0 0

2 2 2 5 5 d 5 8 9 2 0．5 2 8 5
2 7 8

9 2 ′．1 4 ク ．． 9 5 5

5 2 1 5 2 8 2 8 7 1 8．5 5 8 4
5 （～9

9 1 ク．1 4 ク ． 8 d 7

4 2 2 5 4 8 5 9 0 1 8．8 4 7 7
4 （i 2

9 2
ク．1 5 ′ ． 9 1 7 7

5 2 1 5 5 8 5 9 0 1 8．0 8 4 8
5 5 5

8 5
ク．1 5 ク　　 6 1 7 5

注．1）穂数の上欄は実数，下欄は目標とした予想植数に対する比率である。

2）倒伏程度は完全倒伏を4，直立をDとし面積％の相乗累計で示した。

担。
出穂や成熟には差はないが，倒伏は切除が少ないほ

ど多く鳳4区と無処理区が同程度で多かった。これは

やや長持化したため（ササニシキは碍長85C詔以上で

弱程化しやすい）穂数が少ないにもかかわらず梓質を

大きく左右したものと考えられる。

乾物重については第5表のとおりで設定茎数の多い

区ほど重くなっている。しかし，穂首分化期を基準と

しての増加率をみると茎数の多い区ほど少なく1次直

線的な傾向を示している。また，器官別にみると穂首

分化期は他1一一5区とぬ4～5区が葉鞘＋梓重割合で

2グループに分かれ，前者が活菓重が大で1茎当たり

活菓重が増大している。
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第5表　器官別乾重調査

翌

期

区

胞

地 上 部

乾 重

同 左 器 官 別 重 量 比 （％ ）

括　 菓 菓 鞘 ・程 枯　 葉 穂

1

れ ／1㌦

1 2 5 4 4 ．6 5 4 ．8 0 ．8

穂

首

分

2 2 1 2 4 5 ．8 5 4 ．1 0 ．1

5 2 4 5 4 5 ．7 5 4 ．0 0 ．5

化

期
4 2 5 7 4 4 ．5 5 5 ．6 D ．1

5 2 8 1 4 4 ．6 5 5 ．5 0 ．1

穂

揃

期

1
5 9 1

4 7 5
2 2 ．D 5 父0 0 ．8 1 8 ．4

2
8 5 9

4 0 4
2 5．4 8 1．2 1．d 1 5 ．8

5
9 5 4

5 8 4
2 2 ．7 8 1．0 1．8 1 4 ．5

4
8 8 4

5 4 4
2 4 ．2 5 鼠5 1．9 1 4 ．8

5
1 0 4 1

5 7 1
2 2 ．7 5 鼠8 2 ．6 1 4 ．9

成

熟

期

1
8 9 5

7 1 5
1 0 ，d 4 8．4 2 ．0 4 1．0

2
1 5 6 8

6 4 5
見る 5 占．7 五 5 5 0．4

5
1 4 8 4

6 1 0
鼠 1 5 °．8 5．1 5 1．0

4
1 4 2 0

5 5 5
鼠 8 う え5 4 ．8 4 ヱ9

5
1 4 6 9

5 2 5
8 ．9 5 5 ．1 5 ．5 5 0．7

注．乾重の上欄は重量，下欄は7月17日を100と

した場合の比率である。

これが穂揃期になると活葉重の差は小さいが菓鞘＋

程重割合では逆転して臓4～5区が小さくなり枯葉重

が多く成熟期では，さらに，この條向がはっきりし，

凋落的生育を示すようになった。

収穫物の調査は第1園に示したが本国中「参考」と

あるのは1扶本数を全く調整せず田植機で移植したも

のである。

収量は4本立とした胞5区で無処理区を上回り肋4

区が最高を示したので乾物生産により適した群落であ

ったと認められた。枕や屑米は穂数多いほど増加し，

逆に千粒重の低下をみた。

粒厚別重量分布は第2図のとおりで分布のピークが

鳳1－2区は2．1風花以上，仙4～5区と参考区は2．0

～2．1夜糾こみられる二つのグループに分けられ肋5区

はその中間を示した。これを穂数との関連でみる　と

580－400本／7諺を境にして分けられるようである。

以上のことから本試験のような環境下では主梓と第

1次第4号分けつまでを残した群落拷庇が最も乾物生
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第1図　　収種物の調査
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第2図　　枚厚別重量調査

産が高かったけれども，増加傾向からみて，さらに5～6号分

けつまで残した場合について検討する必要があろう。
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